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受
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号

内
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九
八
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号

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
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晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
櫻
井
周
君
提
出
自
律
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
の
法
的
枠
組
み
と
ド
ロ
ー
ン
の
新
た
な
活
用
手
段
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
櫻
井
周
君
提
出
自
律
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
の
法
的
枠
組
み
と
ド
ロ
ー
ン
の
新
た
な
活
用
手
段
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
」
及
び
「
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、

お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
お
尋
ね
の
「
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
」
が
「
原
動
機
を
用
い
、
か
つ
、

レ
ー
ル
又
は
架
線
に
よ
ら
な
い
で
運
転
す
る
車
で
あ
つ
て
、
自
転
車
、
身
体
障
害
者
用
の
車
い
す
及
び
歩
行
補
助
車
等
以
外

の
も
の
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
「
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
、
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五

号
）
第
二
条
第
一
項
第
九
号
又
は
第
十
号
に
掲
げ
る
自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
当

該
「
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
」
が
「
原
動
機
に
よ
り
陸
上
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
製
作
し
た
用
具
で
軌
条
若
し
く

け
ん

は
架
線
を
用
い
な
い
も
の
又
は
こ
れ
に
よ
り
牽
引
し
て
陸
上
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
製
作
し
た
用
具
」
に
該
当

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
「
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
、
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第

二
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
掲
げ
る
自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
。

二
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
「
有
事
の
際
の
道
路
緊
急
点
検
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
災
害
発
生
時
に
お

け
る
無
人
航
空
機
を
用
い
た
道
路
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
そ
の
訓
練
も
含
め
、
関
係
法
令
に
の
っ
と
り
、
安
全
性
の
確
保
に

留
意
し
つ
つ
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
そ
の
適
切
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

二


